
E
鳥取銀行は地域金融機関として持続可能な地域社会の実現に向けて取組んでいます。

SDGｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標)は、2015年9
月の国連サミットにおいて採択された国際開発目標です。先進国を含む全ての国の
普遍的な目標として、17の目標と169のターゲットが掲げられており、日本政府や民
間企業など様々な主体が連携して課題解決のために取組むこととされています。

● 環境配慮型融資商品の取扱
太陽光発電事業向け融資「グリーン・ライト」
環境配慮型融資「グリーン・アシスト」
環境に係る外部認証取得事業者向け融資

「グリーン・リード」

● 社外取締役（3名）を含む取締役会

● 執行役員制度の導入

● �マネーロンダリング・テロ資金供与防止
ポリシー

● 統合リスク管理の取組み
● 顧客保護等管理方針

● 特殊詐欺被害の防止

● �女性管理監督職の増加を推進

● �産休・育休取得者復帰支援

● えるぼし（2段階）、くるみんの認証取得

● 年次有給休暇の時間単位取得

● 創業支援拠点への支援

● 地方創生応援融資の取扱

● とっとり地方創生ファンドへの参画

● ジビエ利活用の産業化支援

● 親子向け金融教育セミナー

● �鳥取大学との業務連携協定にも
とづく寄附講座、研究シーズ活
用、産学連携セミナーの実施

● 公益信託　青い鳥基金

● カーボン・オフセットパートナー(鳥取県、日南町）

● 森のビジネスセラピー協定（智頭町）

● とっとり共生の里づくり事業（鳥取県、智頭町）	

● 通帳を発行しないWEB口座

● 書類の電子化によるペーパーレス化

● タブレット活用による契約書面の削減

● 鳥取砂丘清掃	

● �キッズサッカーフェスティバルにおける
県有林J-クレジットの購入

金融支援を通じた環境保護促進

コーポレート・ガバナンス体制

コンプライアンス態勢 リスク管理 お客さま保護の取組み

働きやすい職場環境の醸成

地域経済活性化に向けた地方創生の取組み

地域の青少年の未来を
つくる地域貢献活動

地域と連携した環境保護活動

銀行業務における環境負荷の軽減

自然環境保全に関する地域貢献活動

SG/SDGｓマップ
Environment  環境

Governance  ガバナンス

● 環境配慮型私募債

● �太陽光発電事業者のビジネス
マッチング促進

● エコ設備、省エネ設備導入支援

● 地域おこし協力隊支援

● �空き家活用、まちづくり、リノベーション支援

● 広域DMO支援による観光振興

● 移住/定住促進支援

企業の持続可能な成長のために必要な環境（Environment）、
社会（Social）、企業統治（Governance)の3つの観点です。
機関投資家の間で定着しつつあり、企業における取組みの
開示が進んでいます。

● �役員人事報酬委員会の設置

● コーポレート・ガバナンスコードの遵守

● お客さま本位の業務運営方針
● 事業性評価に基づくファイナンス・コンサルティング
● �中小企業の経営改善支援
● フィンテックによる利便性の向上

インターネットバンキング、とりぎんアプリ、電子マネー決済、
API連携、IT導入支援コンサルティングサービスなど

● あらゆるお客さまへの金融アクセス・サービスの向上
サービス・ケア・アテンダントの配置、携帯助聴器・筆談セットの設置、特殊
詐欺被害防止の取組みなど

銀行業務を通じた社会貢献

Social  社会

ESGとサスティナビリティ（持続可能性）

E

SG

● 白砂青松アダプトプログラム事業

● 日本の森を守る地方銀行有志の会

ESGとは
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